
 

 

 
グリーンラインの状況について（平成 22 年度上半期） 

 

１ 乗車人数の状況 

(1) 平成 22 年度上半期の一日あたり乗車人数について 

 

 

 

平成 20 年度実績 平成 21年度実績 平成 22年度上半期 

７１．９千人 

 

９３．１千人 

（対前年伸率 約 29%） 

１０４．７千人 

（対前年伸率 約 12%） 

20 年度上半期 67.3 千人 21 年度上半期 92.4 千人 

（対前年伸率 約 37%） 

 

（対前年伸率 約 13%） 

 

(2) 券種別比較<平成 20、21 年度実績と 22 年度上半期の対比> 

 
 

単位：千人 

 定  期 定 期 外 
有人改札 

（特別乗車証）
合計  

目標人数達成率

（目標：104千人）

平成 20年度実績 34.7 30.9 6.2 71.9 
 

69% 

平成 21年度実績 50.5 38.0 4.5 93.1 
 

90% 

 対 20 年度比 146% 123% 73% 129%  

平成 22年度上半期 60.5 39.6 4.6 104.7 
 

101% 

 対 20 年度比 174% 128% 74% 146%  

 

(3) 平日・土曜日・休日別比較<平成 20、21 年度実績と 22 年度上半期の対比> 

 

 
 

単位：千人 

 
1日当たり

乗車人数 

内    訳 

平 日 土 曜 日 休 日 

平成 20年度実績 71.9 81.3 
61.0 47.2 

(対平日比：75％) (対平日比：58％)

平成 21年度実績 93.1 106.8 
76.9 57.7 

(対平日比：72％) (対平日比：54％)

 対 20 年度比 129％ 131％ 126％ 122％ 

平成 22年度上半期 104.7 119.9 
82.7 64.7 

(対平日比：69％) (対平日比：54％)

 対 20 年度比 146％ 147％ 136％ 137％ 

水道・交通委員会資料

平成 22 年 12 月 10 日

交 通 局

○年間一日当たりの乗車人数の目標 104 千人に対し、上半期は 104.7 千人でした。 

○21 年度実績の一日当たりの乗車人数（約 93 千人）と比較し、約 12％増加しています。

○定期が、対 20 年度比で 174％と大きく増加しています。 

○土曜日、休日共に利用人数は着実に増加しています。 

○平日に対し、土曜日は 69％、休日は 54％の利用となっています。 



 

 

２ 利用促進の取組（22 年度） 

(1)  ダイヤ改正（平成 22年 4月 1日実施） 

他社線（東横線、横浜線等）及びブルーラインとの乗り継ぎの利便性向上のため、ダ 

イヤ改正を実施   

※ダイヤ改正直後(4月中旬)の朝ラッシュ時の乗車率 155％ 

 

(2)  グリーンライン「エコ・得」ホリデーチケットの発売 

ア 発売目的 

沿線施設の特典サービスを組み込んだ割引率の高い一日乗車券を期間限定で販売す

ることで、土休日の利用促進などの効果を目的としています。 

イ 発売期間 

平成 22年４月 29日～11月３日(※)の土休日に販売（63日間） 

※当初 10月 31 日までの予定でしたが、区民まつり等の沿線イベントが開催されたため 11月３日に限定追加販

売を実施しました。 

ウ 発売券種及び発売実績（速報） 

発売券種 発売枚数 券面人員 1日平均  参考（最大値11/3）

2 人券（500 円） 22,137 枚 44,274 人 約 351 枚 (約 702 人) 667 枚 (1,334 人)

3 人券(700 円) 3,787 枚 11,361 人 約 60 枚 (約 180 人) 136 枚 (408 人)

4 人券(900 円) 1,178 枚 4,712 人 約 19 枚 (約 76 人) 39 枚 (156 人)

合計 27,102 枚 60,347 人 約 430 枚 (約 958 人) 842 枚 (1,898 人)

エ 提携店での利用状況、提携店からの声 

      提携店（34店舗）別の利用状況をみると、月 300 人を超える利用があった店舗か 

ら利用のなかった店舗まで、提携店の業態によって大きな幅がありました。 

※利用の多い提携店：映画館、動物園などのレジャー施設 

利用の少ない提携店：喫茶店、理美容店など個人利用中心の店舗 

利用の多かった提携店からは、今回の提携効果を踏まえ、交通局との継続的な提 

携を望む店舗が複数あるなど、地域店舗の連携強化という効果もありました。 

オ お客様の声 

  ・１人でも利用できるようにしてほしい 

  ・販売継続、再販売をしてほしい 

・ブルーラインでも利用できるように範囲を広げてほしい 

カ センター南・北駅周辺大型施設駐車場利用状況 

駅周辺にある大型商業施設（６施設）の駐車場利用台数の情報提供を受け、沿線施

設の駐車場混雑の緩和などの傾向をみましたが、販売による利用状況の変化はみられ

ませんでした。 

 

 

 



 

 

(3)  センター北・南駅及び周辺地域を循環するループバス(274 系統)運行 

  ア 運行期間等 

４月 29日～10月 31 日の土休日 62 日間 

午前 10時～午後７時まで 30分間隔で 19便運行 

イ 運行ルート 

     センター北駅～センター南駅～御影橋～折田公園前～センター南～センター北（約 45分） 

   ウ 利用実績（速報） 

      利用人員累計 5,686 人（一日あたり利用人員 92 人（定期券、特別乗車証除く）） 

エ お客様の声 

   ・増便してほしい 

   ・運行を続けてほしい 

 

(4)  その他の取組 

ア 沿線会議の開催 

イ 沿線企業・団体等への戸別訪問 

ウ スタンプラリーの実施 

      エ 夏休み沿線イベントのＰＲチラシの配布 

オ センター北駅の大型商業施設とのタイアップイベントの実施     

カ「ほのぼの駅コン」の実施 

 

３ 今後の利用促進の取組 

(1) 横浜熱闘倶楽部と連携した開幕告知の企画電車やイベントの実施（2月実施予定） 

(2) お花見にあわせた企画電車やスタンプラリーの実施（3月実施予定） 

 

 

 


